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「
教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
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に
つ
い
て

本
願
寺
教
学
伝
道
研
究
所
で
は
、
宗
門
長
期
張
興
計
画
の
重
点
項
目
⑤
「
時

代
に
即
応
す
る
教
学
の
振
興
」
に
か
か
る
企
画
の
一

っ
と
し
て
教
学
シ
ン
ポ
ジ

人ウ
」ム

を を
コ開
ン催
セし
プて
1.. ＂、
と主
掲j：九
げ

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「
現
代
に
い
き
る
親
鷲
聖

二
O
O
六
（
平
成
十
八
）
年
か
ら
二

O

（
平
成
二
十
三
）
年
ま
で
の
計
六
回
、
総
合
テ

l
マ
を
『
親
鷺
聖
人
の
世
界
』

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

キ
シ
コ
開
教
地
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
開
教
地
、

1 

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ネ
パ

l
ル
開
教
地
の
四
つ
の
開
教
地
、
そ
し
て
、

圃
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ね
ら
い

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
各
地
に
八
つ
の
浄
土
真
宗
協
会

が
点
在
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教
地
区
を
海
外
に

親
驚
聖
人
が
ご
往
生
な
さ
れ
て
七
百
五
十
年

有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
教
拠
点
で
、
お
念
仏
の

調－‘＿...

が
経
と
う
と
し
て
い
る
今
、
お
念
仏
の
み
教
え

み
教
え
が
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

は
、
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
各
地
で
多
く

し
か
し
、

日
本
で
は
、
言
葉
や
民
族
を
こ
え

の
方
々
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
お
念
仏
が
広
が
っ
て
い
る
様
子
を
知
る
機
会

現
在
、
本
願
寺
派
の
教
団
は
、

ハ
ワ
イ
開
教

は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

区
、
北
米
関
教
区
、
カ
ナ
ダ
開
教
区
、

南
米
関

そ
こ
で
、
本
年
度
の
教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

教
区
の
四
つ
の
開
教
区
と
、
台
湾
問
教
地
、

メ

は
、
世
界
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
念
仏
者
に



新たな始まち

お
話
を
う
か
が
う
こ
と
を
通
し
て
、

日
本
で
は

2011年度教学シンポジウム

「NamoAmida Butsu～世界に響くお念仏～」

13:00～16:30 開催日時： 2011 （平成23）年12月22日（木）

開催場所： ：本願寺開法会館3階多目的ホーjレ

基調提言

提言者 ：徳永道雄（浄土真宗本願寺派勧学 －京都女子大学名誉教授）

原田マーヴイン（北米・オレンジ郡仏教会開教使）

第 l部

世界の念仏者のインタビュー紹介とパネルディスカッション

パネリスト ：徳永道雄（浄土真宗本願寺派勧学 ・京都女子大学名誉教授）

原因マーヴイ ン（北米 ・オレンジ郡仏教会開教使）

佐々木裏精（教学伝道研究センタ一所長）

くコ ーデイ耳、ーター〉

葛野洋明（教学伝道研究センター常任研究員）

第 ll部． 

「NamoAmida Butsu～世界に響くお念仏～」

所：本願寺開法会館 l階ロピー

間： 2011（平成23）年12月中旬予定

宗報 20日年8月号

をな
あか
らな
たか
め見
てぇ
探？て
りこ
まな
すい

浄
土
真
万て

の
魅
力

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は

「

Z
同
居
。

パネル展示

場

期

3 

〉

E
E
H
W
E
E－
世
界
に
響
く
お
念
仏
1
」
で
す
。

海
外
の
視
座
か
ら
浄
土
真
宗
を
捉
え
直
す
こ
と

に
よ
っ

て
、
お
念
仏
の
新
た
な
一
面
を
来
場
者

の
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。圃

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

二
名
の
先
生
方
に
基

調
提
言
を
い
た
だ
く
第
一
部
と
、
海
外
の
念
仏

者
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
も
と
に

行
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
二
部
構
成

で
す
。

O
第
一
部

徳
永
道
雄
師

・
原
田
マ

1
ヴ
ィ
ン

師
の
基
調
提
言

名
誉第
教一
授部
のの

徳t基

起雪
雄ぉ E雪
A-＼. 、
顧問
寺＋
帰京

翫埜
三千
R手

浄
土
直
’＝と・
刀て

の
国
際
伝
道

古つ
二五 しミ

重l~
教？提
の’言
英い
語た

だ
き
ま
す
。

徳
永
師
は
、



宗門長期振興計画の現状

翻
訳
事
業
の
中
心
的
な
役
割
を
長
年
に
わ
た
り

担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
開
教
区

の
視
察
に
も
関
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

次
に
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
に
あ
る
オ
レ
ン

ジ
郡
仏
教
会
か
ら
、
日
系
三
世
の
原
田
マ

i
ヴ

ま
ね

イ
ン
開
教
使
を
お
招
き
し
、
開
教
現
場
の
実
情

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
数

の
減
少
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
北
米
関

教
区
に
お
い
て
、
原
因
師
が
駐
在
す
る
オ
レ
ン

ジ
郡
仏
教
会
は
、
伝
道
活
動
が
成
功
し
て
い
る

仏
教
会
と
し
て
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
第
二
部

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
取
り
入
れ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で

あ

ま
た
第
二
部
で
は
、
「
浄
土
真
宗
と
の
出
遇

い
」
「
浄
土
真
宗
の
魅
力
」
「
こ
れ
か
ら
の
浄
土

真
宗
」
と
い
う
三
テ

l
マ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
の
放
映
と
パ
ネ
ル
デ

イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
は
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
た
め
に
、
世
界
各
地
の
僧
侶
や
門
信
徒

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
新
た
に
取
材
し
た
も

の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
や
年
齢
の
方
々
の) 

映
像
と
生
の
声
を
通
し
て
、
海
外
に
お
い
て
お

念
仏
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
や
念
仏
者
の

熱
い
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

ひ
ざ
も
と

姿
を
み
る
こ
と
は
、
親
鷲
聖
人
の
お
膝
元
で
あ

る
日
本
に
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
大
い
に

刺
激
的
で
学
ぶ
こ
と
の
多
い
機
会
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
、
っ
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
ふ
ま
え
て
行
う

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
必
見
で
す
。
こ

こ
で
は
、
第
一
部
か
ら
引
き
続
き
、
基
調
提
言

の
お
二
人
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
長
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
念

学仏
教者
授与
の父
佐さ事

会；暴
言；t
巻つ見
： 子 、

イ云元
｛ー」

1旦 ロ

研蔀
究女
セ子
ン大

タ
l
所
長
も
加
わ
り
ま
す
。
な
お
、

教
区
間
教
使
で

龍
谷

大
声4
寸ー

教
も丘
主又

の
葛Z元
野町北
洋2米
明2開

教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
常
任
研
究
員
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
ま
す
。

O
パ
ネ
ル
展
の
同
時
開
催

匂
に本
、シ

聞iン
法？ポ
入、ず

まン

館ウ
のム
ロに
ピあ
l わ
にせ
てて
ノT 、
ネ十
ル二
展月
示中

を
行
う
予
定
で
す
。
海
外
寺
院
の
活
動
の
様
子

4 

北米関教区の子どもたち（バークレー仏教会）

宗報 2011年8月号

ゃ
、
そ
の
広
が
り
を
地
域
ご
と
に
ま
と
め
、
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
／
世
界
に
広
が
る
お
念
仏

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
い
っ
そ
う
興
味
を
持
つ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
願
寺
派
の
海
外
開
教

に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。



新たな始まち

画
日
本
人
移
民
と
と
も
に
j
海
外
伝
道
を
支
え

る
四
開
教
区
j

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
海
外
伝
道

は
、
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
海
外
伝

道
を
歴
史
的
に
語
る
上
で
、
そ
の
中
心
と
な
る

の
は
、

ハ
ワ
イ
開
教
区
（
一
八
八
九
年
創
設
）
、

次
世
界
大
戦
中
の
強
制
収
容
や
財
産
没
収
、
そ

生
ま
れ
の
日
系
三
世
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

し
て
不
当
な
人
種
差
別
と
い
う
試
練
は
、
言
葉

す
き

を
絶
す
る
ほ
ど
の
凄
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。

す
。
そ
し
て
、
仏
教
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー

は
、
日
系
人
に
限
ら
ず
多
様
な
文
化
背
景
を
持

そ
の
よ
う
な
事
情
の
な
か
、

日
本
人
移
民
や

つ
寺方
院々
に に
集Zも
う及
人ん
々で
のい
様ま
子す
は。

さ
ま
ざ
ま

日
系
二
世
た
ち
に
と
っ
て
、
お
念
仏
の
み
教
え

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
親
鷲
聖
人
の
お
示
し
く

と
寺
院
の
存
在
は
、
か
け
が
え
の
な
い
大
き
な

よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の

だ
さ
っ
た
お
念
仏
の
み
教
え
は
、

で
す
。

人
生
の
支
え
で
あ
り
、

ら
ず
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

宗報 2011年8月号

北
米
関
教
区
（
一
八
九
九
年
創
設
）
、

カ
ナ
ダ
開

い
ま
で
も
変

時
代
の
移
り
変
わ
っ
た
現
在
の
四
開
教
区
で

は
、
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
二
世
か
ら
三

世
、
四
世
へ
と
世
代
が
進
み
、
開
教
使
は
現
地

［基本的な考え方（コンセブト）］

or新たな始まりj

～明日の宗門の基盤作り～

標］

0親鷺聖人750回大遠忌法要の修行

0現代社会に応える教学－伝道態勢の

構築とみ教えに生きる「人」の育成

［重点項目｝

①法要の修行

①記念行事等の推進

①協賛行事

①伝道態勢の整備

｜⑤時代に即応する教学の振興 ｜

①新たな門徒の誕生 （教線の拡充）

⑦国際伝道の推進

①寺院の活性化対策

①過疎過密対策

⑪地域社会との斐流

⑪現代社会への貢献

⑫人材育成の新規対策

⑬既存の人材育成施策の強化

⑪宗務機能の点検と拡充

⑬境内地等の整備

5 

教
区
（
一
九
O
五
年
創
設
）
、
南
米
関
教
区
（

九
五
O
年
創
設

の
四
開
教
区
で
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
カ
ナ
ダ
、
そ
し
て
ブ
ラ

ジ
ル
を
中
心
と
す
る
南
米
大
陸
に
は
、
明
治
期

か
ら
の
日
本
人
移
民
と
と
も

に
、
日
本
人
開
教
使
に
よ
っ

て
お
念
仏
の
み
教
え
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

親驚聖人750回大遠忌

宗門長期振興計画

当
時
、
他
国
へ
移
住
す
る

と
い
う
こ
と
は
並
大
抵
の
こ

たと
。 で

雪日
拝見万
v ま
て、、せ

蚕ん
渡で
つし

た
日
本
人
移
民
と
さ
ら
に
そ

の
子
孫
た
ち
に
は
、
と
て
も

大
き
な
苦
難
が
待
ち
受
け
て

い
た
の
で
す
。
特
に
、
第

｛目

．ド



宗門長期振興計画の現状

画
非
日
系
人
グ
ル
ー
プ
の
誕
生
j
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

開
教
地
区
j

一
方
、
海
外
へ
移
住
し
た
日
本
人
移
民
と
そ

の
子
孫
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
四
開
教
区
と
は

全
く
違
っ
た
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
開
教
地
や
開

教
地
区
も
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
、

オ
l
ス
ト

ラ
リ
ア

・
メ
キ
シ
コ
・
台
湾

・
ネ
パ

l
ル、

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
新
た
に

お
念
仏
の
み
教
え
に
出
遇
っ
た
海
外
の
方
々
が

中
心
と
な
っ
て
、
開
教
事
務
所
ま
た
は
寺
院
を

創
設
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

一
九
五
四
年
に
ド
イ
ツ

式主九人
を七の
受八ハ
け）リ

てが l
ヨ、

！大ピ
ロ谷 l
ツ光；＇＼

バ照！
で前師
暫門（一、
浄T九
エ h 0 
真 Jヨ島七
宗 7市；i

信敬；－

徒
と
な
り
、
二
年
後
、
ベ
ル
リ
ン
に
て
彼
を
中

心
と
し
た
「
浄
土
真
宗
仏
教
協
会
」
が
創
立
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ビ
ー
バ
ー
師
に
次
い
で
ヨ

l
ロ

ツ
パ
浄
土
真
宗
の
草
分
け
的
な
存
在
で
あ
っ
た

の
が
、

ベ
ル
ギ
ー
人
の
ア
ド
リ
ア
ン

・
ペ
ル
師

（
一
九
二
七

1
二
O
O
九）

で
す
。
彼
は
ヨ

l
ロ

ツ
パ
初
と
な
る
浄
土
真
宗
寺
院
「
ア
ン
ト
ワ

l

プ
・
慈
光
寺
」
を
一
九
七
九
年
に
開
創
し
ま
し

た
。
こ
の
寺
院
の
寺
号
「
慈
光
寺
」
は
、
大
谷

光
真
門
主
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
浄
土
真
宗
の
歴
史
に
お
い
て
、

第
一
世
代
と
も
呼
ば
れ
る
ビ
ー
バ
ー
師
と
ペ
ル

師
の
両
人
は
、
先
の
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験

せ

け

ん

こ

け

し
世
間
虚
仮
に
目
覚
め
、
西
洋
文
明
に
疑
問
を

抱
い
て
、
平
和
的
で
寛
容
な
仏
教
を
求
め
ら
れ

く
ど
う

ま
し
た
。
そ
の
求
道
の
歴
史
は
、
「
一
つ
の
地

E
U
 

ロ
τd

 

日川。δ年1
ム

1
よハU

ηノ報
－）
一巾

平
線
か
ら
別
の
地
平
線
に
向
か
っ
て
カ
ー
ブ
し

た
高
速
道
路
を
歩
い
て
来
た
よ
う
な
も
の
で

す
」
（
「私
の
浄
土
真
宗
』
稲
垣
久
雄
訳
、
永
田
文

回
目
A
旦、

一
九
九
八
年
）
と
ペ
ル
師
が
表
現
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
決
し
て
平
坦
な
道
で
は
な
く
、

れ困
た難
おな
念歩
仏み
まを
で経
のた
軌き末
跡Zに
だ
つや
たつ
の と
で辿
すり
。着

か

現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教
地
区
は
、
そ
の
第

一
世
代
か
ら
、
次
の
第
二
世
代
へ
と
法
灯
が
継

承
さ
れ
、
ド
イ
ツ

・
ベ
ル
ギ
ー

－
ス
イ
ス

・
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
英
国

・
ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ル
l
マ

ニ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
、
浄
土
真
宗
協
会
や
サ

ン
ガ
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
土
真
宗
の
み
教
え
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も

徐
々
に
広
が
り
を
み
せ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

3 

宗
門
長
期
振
興
計
画
に
お
け
る

「教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
O
O
六
（
平
成

十
八
）
年
か
ら
、
大
遠
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
て

い
る
二

O

（
平
成
二
十
三
）
年
ま
で
の
六



新たな始まり

年
間
を
通
し
て
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
。
本
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
六
回
の

最
後
に
あ
た
り
ま
す
。

教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
親
鷲
聖
人
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
み
教
え
が
、
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を

持
つ
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

総
合
テ
l
マ
『
親
鷲
聖
人
の
世
界
』
の
も
と
、

浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

っ
か
が
お
う
と
、
各
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ご
と

に
、
異
な
る
次
の
よ
う
な
テ

i
マ
を
設
定
し
て

き
A

」寺
4
F
I
ν
h
～。

第
一
回

史
実
と
伝
承
の
聖
人
像

第
二
回

念
仏
の
源
流

取
り
巻
く
事
情
に
異
な
る
面
が
あ
り
ま
す
。
特

日
本
と
比
べ
て
、
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
う
取
り
組

に
欧
米
で
は
、

む
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
宗
教
者
の

積
極
的
な
発
言
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
多
く
あ

り
ま
す
。
社
会
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
よ
り
積
極
的
に
社
会
活
動
に
参
画

し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

れ
ん
ま

海
外
に
お
い
て
日
本
と
違
っ
た
形
で
錬
磨
さ

あ

れ
て
き
た
各
開
教
区
の
在
り
方
は
、
私
た
ち
の

こ
れ
か
ら
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
上
で
も
、

’

レ

拘
C

示
唆
に
富
む
ア
イ
デ
ィ
ア
を
内
包
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
、
っ
。

き
っ
と
、
新
た
な
出
遇
い
が
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー

樟
氏
真
澄
・
禿
定
心
）

． 
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ま
シンポジウム

親
驚
聖
人
の
世
界

浄

土

第
三
回

浄
土

第
四
回

真
宗
の
土
徳

ー
地
域
に
薫
る
念
仏
1

第
五
回

現
代
に
お
け
る
宗
教
の
役
割

ー
葬
儀
の
向
v

」
う
に
あ
る
も
の
1

第
六
回

Z
白
阿
国
。
〉

B
広田
切
ロ
ロ
ロ

ー
世
界
に
響
く
お
念
仏
i

ま
た
各
国
講
演
録
も
、
随
時
刊
行
し
て
お
り

ま
す
。4 

さ
い
ご
に

「
教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
が
親
鷲
聖
人
の
お
示
し
く
だ

教学シンポジウム記録・親鷲聖人の
世界（第3回） 数学伝道研究センタ

さ
っ
た
お
念
仏
の
み
教
え
を
、
改
め
て

味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
く
大
切
な
機
会
で

す
。
特
に
、
こ
の
た
び
は
、
世
界
の
念

仏
者
か
ら
の
貴
重
な
声
を
聞
き
、
そ
こ

か
ら
新
た
な
視
点
を
い
た
だ
く
試
み
で

も
あ
り
ま
す
。

各
開
教
区
と
日
本
で
は
、
念
仏
者
を


